
思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

要領 学習活動

1-3 ①使いやすさを工
夫した情報の表現

1 D(1)ｲ
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内 容 中項目 小項目 時
 
数

指導 学習目標 知識・技能

○情報の使いやすさ
やわかりやすさに関
する工夫を知る。

・情報の使いやすさやわかり
やすさに関する工夫を理解
し，メディアの特性を踏まえ
たデジタル化の方法や情報を
利用するための基本的な仕組
みを説明できる。情報の表現と伝達 ②メディアを利用

した情報の表現
D(2)ｱ ○情報の表現手段や

コンテンツの特徴を
知る。

③情報通信ネット
ワークのしくみ

1

1-4 ①情報セキュリ
ティ

1 D(1)ｱ ○情報セキュリティ
の重要性と危険を防
ぐための技術を知
る。

・情報セキュリティに関わる
基礎的な仕組みを説明でき
る。

D(1)ｱ ○情報通信ネット
ワークの構成や情報
をやりとりするしく
みを知る。

・情報通信についての科学的
な原理・法則と情報通信ネッ
トワークの構成に関する基本
的な仕組みを説明できる。

D(2)ｱ

④Ｗｅｂのしくみ
と情報の表現

1 D(2)ｱ ○Ｗｅｂにおける情
報の表現方法を知
る。

・情報ネットワーク上で情報
を利用する仕組みを説明でき
る。

・進んで情報の技術と関わ
り，主体的に理解し，技能を
身に付けようとしている。

情報セキュリティ
と情報モラル

○基本的な情報セ
キュリティ対策をま
とめる。

②情報モラル 2 D(1)ｱ ○情報モラルの必要
性と情報を収集・発
信するときに注意す
ることを知る。

・情報モラルの必要性と情報
を発信する時の注意点につい
て説明できる。

・情報社会において適正に活
動しようとしている。

Ｄ
情報
の技
術



③知的財産の保護
と活用

1 D(1)ｱ ○知的財産を保護す
る必要性と利用方法
を知る。

・知的財産を保護する必要性
と利用方法を説明できる。

情報セキュリティ
と情報モラル

②情報モラル 2 D(1)ｱ ・情報モラルの必要性と情報
を発信する時の注意点につい
て説明できる。

D(2)ｱ ○知的財産の望まし
い活用を考える。

D(3)ｱ

○情報社会で人権な
どの権利を尊重する
必要性を考える。

・自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，解決策を構
想しようとしている。

生物育成の技術に
よる問題解決

②生物育成計画の
立て方

3 B(2)ｱｲ ○設定した課題に基
づき，育成環境の調
節方法を構想して，
育成計画を具体化す
る。

2 ①問題解決の流れ 1

・条件を踏まえて課題の解決
策を構想し，育成計画表等に
表すことができる。

○安全・適切に栽
培・検査し，必要に
応じて適切に対応す
る。

・育成計画に沿い，観察や検
査の結果を踏まえ，安全・適
切に育成環境の調節や，作物
の管理・収穫ができる。

B(2)ｲ ○問題解決の手順を
知り，生物育成の技
術を用いて解決した
い問題を見つけ，課
題を設定する。

・生物育成の技術が地域の自
然環境に及ぼす影響に関わる
問題を見いだして課題を設定
できる。

・自らの問題解決とその過程
を振り返り，よりよいものと
なるよう改善・修正しようと
している。

○設定した課題の解
決状況を評価するた
め，作物の生育状況
と，育成環境の調
節，成長の度合いな
どのデータを記録す
る。

・育成計画に基づき，記録し
たデータと作物の生育状況と
を比べながら，合理的な解決
作業を決定できる。

Ｄ
情報
の技
術

Ｂ
生物
育成
の技
術



生物育成の技術に
よる問題解決

3 B(2)ｱｲ

・自らの問題解決とその過程
を振り返り，よりよいものと
なるよう改善・修正しようと
している。

○収穫の様子（品質
や収穫量など）と，
解決過程で収集した
データとを整理し
て，収穫レポートに
まとめながら，問題
解決の過程と結果を
振り返る。

・自らの問題解決の工夫を，
生物育成の技術の見方・考え
方に照らして整理するととも
に，課題の解決結果を記録し
たデータに基づいて評価す
る。

・よりよい地域社会の構築を
目指して，生物育成の技術を
評価し，適切な選択，管理・
運用の在り方について提言を
まとめることができる。

・よりよい地域社会の構築を
目指して，生物育成の技術を
進んで工夫し創造しようとし
ている。

Ｃ
エネ
ル
ギー
変換
の技
術

1-1 ①生活や社会を支
えるエネルギー変
換の技術

1 C(1)ｲ ○エネルギー変換の
技術が生活や社会に
果たしている役割に
ついて考える。

B(3)ｱ ○ここまでの学習活
動を振り返り，生物
育成の技術の見方・
考え方について考え
る。

・これまでの学習を踏まえ，
生物育成の技術の役割や影
響，最適化について説明でき
る。これからの生物育

成の技術

②生物育成の技術
と私たちの未来

B(3)ｲ ○生物育成の技術を
評価し，技術の適切
な活用について考え
る。

3 ①生物育成の技術
の学習を振り返ろ
う

1

・防災用品に込められたエネ
ルギー変換の技術に関する工
夫を読み取り，エネルギー変
換の技術の見方・考え方に気
付くことができる。

・進んでエネルギー変換の技
術と関わり，主体的に理解
し，技能を身に付けようとし
ている。

生活や社会とエネ
ルギー変換の技術

②身の回りにある
エネルギー変換の
技術

○防災用品（例え
ば，グリップ式ライ
ト）に込められたエ
ネルギー変換の技術
に関する工夫やしく
みを調べる。

Ｂ
生物
育成
の技
術



Ｃ
エネ
ル
ギー
変換
の技
術

・進んでエネルギー変換の技
術と関わり，主体的に理解
し，技能を身に付けようとし
ている。

・自然界にあるエネルギー源
が変換され利用されること
や，熱機関の仕組みを説明で
きる。

1-2 ①エネルギーの利
用

1 C(1)ｱｲ ○エネルギー資源の
種類や，エネルギー
が利用されるまでの
流れを知る。

エネルギー資源の
利用

②燃料を利用した
技術

○内燃機関と外燃機
関の特徴を比較し，
まとめる。

④エネルギー変換
効率と省エネル
ギー

2 C(1)ｱｲ ○風力発電機モデル
を例にしたエネル
ギーの変換効率の計
算を行う。省エネル
ギーの仕組みについ
て知る。

・算出した変換効率に基づ
き，エネルギー変換，効率及
び損失の意味や省エネルギー
の重要性を説明できる。

・発電システムは，エネル
ギーの変換効率だけでなく，
稼働率やコスト，環境負荷等
にも配慮して設計されている
ことに気付くことができる。

③発電と送電のし
くみ

1 C(1)ｱｲ ○発電方法の長所・
短所を比較し，安定
して発電するための
仕組みを知る。送電
の仕組みを知る。

・自然界にあるエネルギー源
から電気エネルギーへの変換
方法と安定した電力供給の仕
組みを説明できる。

C(1)ｱｲ ○様々な電源の電圧
の大きさや波形等，
電気の物性に関する
観察・比較を行う。

・電源の種類とそれぞれの特
徴を，電気の特性等の原理・
法則に基づき説明することが
できる。

電気の利用 ②光や熱に変換す
るしくみ

1 C(1)ｱｲ ○電気エネルギーを
光や熱，動力，音・
信号へ変換する仕組
みに関連した観察・
実験を行う。

1-3 ①電気エネルギー
の特徴

1

・電気エネルギーを，光や
熱，動力，音，信号に変換す
る仕組みを説明することがで
きる。

③動力や音・信号
に変換するしくみ



Ｃ
エネ
ル
ギー
変換
の技
術

・進んでエネルギー変換の技
術と関わり，主体的に理解
し，技能を身に付けようとし
ている。

電気の利用

④電気回路と回路
図

1 C(1)ｱｲ ○電気機器の構成と
電流の流れを制御す
る仕組みを知り，電
気回路を回路図を
使って表す。

・電気回路を回路図を使って
表すことができ，電気回路の
特性や電流の流れを制御する
仕組みについて説明すること
ができる。

⑥電気機器の保守
点検

1 C(1)ｱｲ ○工具や回路計等を
用いて，テーブル
タップ等の電気機器
の保守点検を行う。

・工具等を適切に用いて，電
気機器の保守点検を行うこと
ができる。

C(2)ｱ

⑤電気機器の安全
な利用

1 C(1)ｱｲ ○家庭で起こる電気
の事故と原因につい
て調べ，それらを防
止するための仕組み
や電気機器の定格に
ついて知る。

・電気機器の定格に基づき，
安全に利用するための仕組み
を説明することができる。

C(2)ｱ

・動力を伝えるための仕組み
とそれらの特徴を説明するこ
とができる。

運動の利用 ②動きを変化させ
るしくみ

1 C(1)ｱｲ ○身近な製品に用い
られている運動を変
化させるための仕組
みをモデル化し，観
察・実験を通して動
作を確かめる。

・運動を変化させる技術の仕
組みや，力や運動を保存し利
用する技術の仕組みについて
説明することができる。

・開発者が，製品等の目的に
合わせて，機構の要素や構成
を変更していることに気付く
ことができる。

1-4 ①力の伝達 1 C(1)ｱｲ ○動力を伝えるため
の仕組みが用いられ
ている身近な製品を
探し，その理由を考
える。

③力や運動を保存
するしくみ

C(2)ｱ ○身近な製品に用い
られている機械的に
力や運動を保存し，
利用する仕組みを調
べる。



Ｃ
エネ
ル
ギー
変換
の技
術

・進んでエネルギー変換の技
術と関わり，主体的に理解
し，技能を身に付けようとし
ている。

運動の利用

④部品の固定と共
通部品

1 C(1)ｱｲ ○機械の手入れや点
検の方法を知り，保
守点検を行うととも
に，機械部品を固定
する方法と共通部品
の規格について知
る。

・機械部品を固定する方法
や，共通部品の規格について
説明することができる。

⑤機械の保守点検 C(2)ｱ ・機械を適切に保守点検する
ことができる。

○問題解決の手順を
知る。

・懐中電灯に問題点を見いだ
して，非常時に使用するライ
トに必要な機能に気付くこと
ができる。

・非常時に使用するライトに
必要な機能について考えよう
としている。

エネルギー変換の
技術による問題解
決

　　～ 実習例 ○非常時に使用する
ライトの機能を考え
る。

1

2 ①問題解決の流れ 1 C(2)ｲ

C(2)ｲ

○非常時に光る防災
ライトの製作をす
る。

・安全で適切な製作，実装，
点検及び調整ができる。

・設計や製作の過程に対する
改善を考えることができる。

○「防災用ライトの
回路図」「LEDが点
灯する仕組み」を知
る。

・回路図を用いて，LEDが点灯
する仕組みを説明できる。

・非常時に光る防災用ライト
のスイッチを選択できる。

1 C(2)ｲ ○非常時に点灯する
仕組みを考え試作す
る。

・製作に必要な図を書き表す
ことができる。

・設計に基づく解決作業を計
画できる。

・持続可能な社会を実現する
ために，エネルギー変換の技
術を評価し，適切な管理・運
用の仕方や改良の方向性につ
いて考えることができる。

・持続可能な社会の実現に向
けて，今あるエネルギー変換
の技術を工夫して活用した
り，新たなエネルギー変換の
技術を創造したりしようとし
ている。

これからのエネル
ギー変換の技術

②エネルギー変換
の技術と私たちの
未来

C(3)ｲ エネルギー変換の技
術を利用することで
実現される持続可能
な社会について考え
る。

・非常時に光る防災用ライト
の機能を評価し，改善点を考
えることができる。

・自らの問題解決とその過程
を振り返り，よりよいものと
なるように改善・修正しよう
としている。

3 ①エネルギー変換
の技術の学習をふ
り返ろう

2 C(3)ｱ エネルギー変換の技
術で学習したことや
身に付けた見方や考
え方を振り返る。

・エネルギー変換の技術を利
用することで実現される持続
可能な社会を説明することが
できる。

1 C(2)ｲ ○製作したライトを
評価し，改善点を考
える。

2 C(2)ｱｲ



Ｃ
エネ
ル
ギー
変換
の技
術

・持続可能な社会を実現する
ために，エネルギー変換の技
術を評価し，適切な管理・運
用の仕方や改良の方向性につ
いて考えることができる。

・持続可能な社会の実現に向
けて，今あるエネルギー変換
の技術を工夫して活用した
り，新たなエネルギー変換の
技術を創造したりしようとし
ている。

これからのエネル
ギー変換の技術

②エネルギー変換
の技術と私たちの
未来

C(3)ｲ エネルギー変換の技
術を利用することで
実現される持続可能
な社会について考え
る。

2 ・エネルギー変換の技術を利
用することで実現される持続
可能な社会を説明することが
できる。


